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音韻史の展開
||音節構造の変遷
||

母
音
優
位・ー上東西両方言の違いは 、

子
音
優
位
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いつ、
どのようにして 、

キ
ー

ワ
ー
ド
一
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト 、

母
音
優
位
・

子
音
優
位、

二
音
節
第

二
類
動
詞、

特
殊
音
節 、

音
使

要

旨

母音優位・子音優位

本
発
表
は 、

現
代
の
東
西
両
方
言
問
で
対
立
し
て
い
る
言
語
事
象 、

ハ

行
四
段
活
用
動
詞
の
促
音
便
・
ウ
音
便、

形
容
詞
連
用
形
の
原
形
・
ウ
音

便、

断
定
の
助
動
詞
ダ
・
ジ
ャ
の
違
い
が、

い
っ 、

ど
の
よ
う
に
し
て、

な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ 、

こ
れ
を
踏
ま
え
て、

東
西
両
ア
ク
セ

ン
ト

の
違
い
が、

い
つ 、

ど
の
よ
う
に
し
て、

な
ぜ
生
じ
た
の
か
に
つ
い

て、

筆
者
の
解
釈
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
る 。

O、

は

め
じ

私の
発表は 、東
西
両方
言
の
遠いが
、い

つ 、
どの
よう
に
して 、な
ぜ

生じた
の
か
とい
う
こ
と
につい
て
私の
解
釈を
述べ 、
母音
優位・子音
優

位の
違い
が
原
因で
ある
とす
る
説が
妥
当でな
い
こ
とを
論じ
よう
とする

なぜ生じたか
ーーー

相P
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司

田

もので
す
。

三
先生の
御
発表をう
かが
いま
す
と 、
私も 、
モ
1ラ
言語
・

シ
ラビ
1ム
言語
という
視点か
ら
見る時
日
本語音
韻
史が
どの
よう
に
と

らえ
ら
れる
か 、
とい
った
主
題で
発表す
べき
で
あった
か
と
も
思います

が
、

そのこ
とについ
て
は
既に
発表した
こ
とが
あります
ので
、

本日は 、

モ
lラ言
語
・
シ
ラビ
ーム言語
という
視点か
ら
日
本語音
韻史を
見る
の

は
有効で
ある
、
という
立
場に
立っ
て 、
モ
lラ言語・
シ
ラビ
ーム言語

とい
う
問題が
更に
日
本語音
韻史の
どの
ような
問題にま
で
かかわ
っ
て

い
る
か 、
という
こ
とについ
て
考え
てみた
こ
とを
発表させていた
だき

ま
す
。

一 、先学の説

西
部方
言
を
母音
優位の方
言
、東部方

言
を子音
優位の方
言
とと
らえ

る
と
らえ方
は
今日
通
説にな
った
か
の
よう
に
思わ
れま
す
。

表ーに
あげ

た
ような
言
語
事
象が
その
例と
して
指摘さ
れてき
ま
した
。

こ
の
説は 、東
西方
言
の
性格の
違い
を
と
らえ
た
もので
ある
に
とどま

らな
い
で
、東

西方
言聞に
違いが
生じた原
因と
して
説か
れる
こ
とが
少
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な
くあ
りま
せ
ん 。す
な

わ
ち 、東
西方
言
の
違い

の
生起
に 、
民
族の移動

が
か
かわ
り 、
基
層語が

関
与したと
す
る
もので

す
。平

た
く言
え
ば 、西

に母
音
を
好む
人が
住ん

で
お
り 、東
に子音
を
好

む
人が
住んで
いた
た
め

に 、東
西方
言
の
違いが

生じた
と
、
この
説は
説

明しま
す
。
しか
し 、
私

は
その
ような
考え方
は

妥
当でな
いと
考え
ま
す

ので
、以

下
私の
解
釈を

述べた
いと
思いま
す
。

東西方言聞に母音優位・子音優位の違いが認められる

という言語事象
言 語 事 象 西部方言 東部方言

①ハ行四段活用動詞音便 ウ音使 促音便
②形容詞連用形音便 ウ音便 原形
③促音化 ・ 促音挿入語 少ない 多い
④1音節名詞 長呼 短呼
⑤特殊音節 と ア ク セ ン ト 核を担う 核を担わない
⑥母音の無声化 目立たない 目立つ
⑦ア ク セ ン ト 京阪式ア ク セ ン ト 東京式ア ク セ ン ト
⑥動詞命令形

ヨ>イ ロ⑨断定の助動調
ジャ>ヤ ダ J

(表1)

二 、

東
西
方
言
の
違
い
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
な
ぜ
生
じ

たのか(その1)
||ハ行動詞の音便の違いを中心に||

二
・
一

東
西
方
言
の
違
い
と
母
音
優
位
・
子
音
優
位

表2
は 、
表1
に
あげた言
語
事
象
を
改め
て母
音
優位・
子音
優位と
い

う
視点か
ら
見
直
した
もので
す
。
この
表か
らわ
かる
こと
は 、東
西方
言

聞におい
て母
音
優位・子音
優位で
顕
著に
対立し
ている
の
は①
のハ
行

四段
活
用動調
の音
便
で
あると
いう
こと
で
す
。
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①から⑨の言語事象と母音優位・子音優位
西部方言 東部方言言 語 事 象

母 音 子 音 母 音 子 音
①ハ行四段活用動詞音便 + + 
②形容詞連用形音便

十③促音化・i足音挿入語 + + +  
④1音節名詞

十
またはー

⑤特殊音節と ア ク セ ン ト
長音 ・ 1
援音 ・ {足音

⑥母音の無声化
⑦ア ク セ ン ト
⑧動詞命令形

つ⑨断定の助動詞
つ

(表2)
一. 一

い
つ 、

ど
の
よ
う

ハ
行
動
詞
の
音
便
に
お
け
る
東
西
の
遣
い
は 、

に
し
て、

な
ぜ
生
じ
た
か

そこで
、以

下しばら
くハ行動調
の音便
にお
ける
東
西
の
違いが
いつ

どの
よう
に
してな
ぜ
生
じた
の
か
につい
て
考え
てみた
いと
思いま
す
。

表3
は 、
現代
か
らさかの
ぼっ
てハ
行
動詞
の音便が
文
献資
料に
どの
よ



う
に現わ
れる
かを
見た
もので
す 。現
代
で
は西
部方
言ウ音
便
・東
部方

言
促音
便
で
対立
し
ていま
すが
、室

町
時
代末期
に
さ
かの
ぽっ
て
みる
と
、

西
部方
言
は
キ
リシ
タン
資
料か
らウ音
便
専
用
で
あった
ことが
わ
か
りま

すが
、東

部方
言
で
は
洞
門
抄物か
ら促音
便
専
用
で
はな
くウ音
便
を
併
用

し
ていた
ことが
わ
か
りま
す 。
こ
れ
らのウ音
便
を
従
来は西
部方
言
か
ら

の
借用と
説明し
てき
た
の
で
すが
、

私は 、

ハ
行
動
詞
の
音
便
の
変
遷
全
体を
見る
時

は 、東
部方
言
に
おい
て
も
固
有にウ
音
便

が
生じ
ていた
と
見る方
が
よいと
考え
ま

す 。

母音優位 ・ 子音優位

次に平
安
・
院
政・鎌倉
時
代
に
さ
かの

ぼっ
て西
部
方
言
の
資
料を
見ま
すと
、

そ

こで
はウ
音
便
専
用
で
はな
く 、促
立回使が

併
用
さ
れていま
す 。
従
来は 、
こ
こで
も 、

この促音
便
を
東
部
方
言
の
混
入と
説
明し

てき
た
の
で
すが
、

今日で
は 、
その
見つ

かっ
てい
る
用
例
数と
用
い
ら
れ方
と
か
ら

見て 、
その
よう
に
見る
こと
は
不
可
能で

ある
と
考え
ら
れま
す 。
次に平安・院
政・

鎌
倉
時
代
の
東
部方
言
の
状態で
すが
、
こ

の
時
代
に
成立
した
確かな
東
部方
言
資
料

が
な
いた
め
に
はっき
りした
こと
はわ
か

りま
せ
んが
、室

町
時
代
末期が
促音
便
・

ウ
音
便
併
用
で
あ
り 、平
安
・
院
政
・
鎌
倉

時
代
の
西
部
方
言
が
促音
便
・ウ
音
便
併
用

時代をさかのぼって 音便 の現われ方を見る
時

イ℃
西 部 方 言 東 部 方 言

平安・院政・鎌倉時代 促音便・ ウ音便併用
(促音便 ・ ウ 音便併用)・

室町時 代 末 期 ウ音便専用 促音便・ ウ音便併用

江 戸
時

イ℃
ウ音便専用 促音便専用へ移行

E見
代 ウ音使専用 促音便専用

(表3)

で
あると
こ
ろか
らは 、促音便
・ウ音便
併
用で
あったと
推定
する
のが

自然で
はな
い
かと
考え
ま
す 。つま
り 、平安
・院政
・
鎌倉時代
ま
で
さ

かの
ぼる
と
、ハ行

動詞
の音
便
につい
て東
西
聞に
違い
はな
かったと
い

う
こと
にな
りま
す 。

そ
れで
は 、現代
ま
で
の
聞に 、いつ
、
どの
よう
に
して 、な
ぜ西部方

言ウ音
便
・
東
部方
言
促音便
と
いう
違いを
生じた
ので
しょう
か 。
表4

に
よっ
て 、
今
度は時代
を
下っ
て
違いが
生じた
道
筋を
追っ
てみた
いと

思いま
す 。ま
ず 、平
安
・
院
政・鎌倉時代
で
すが
、
ここで
は語
幹
二音

節以
上の語
と
語幹
一音
節
の語と
を分
けて
見る
必
要が
ありま
す 。原形
、

例え
ばコ白
E
虫広
か
ら促音
便
E
E門広が
生ま
れま
す 。と
こ
ろが
、語

幹

一音
節
語
の
場
合に
は 、
タ・
ラ行動調が
先に促音
便
を
起
こ
していた
の

で
、
こ
れと
衝突する
こと
を
避けてハ行動詞
は原形
でと
どま
る
傾向が

強かった
ものと
見ら
れま
す 。音
便が
生起
した
早い時期
におい
て
は原

形が
併
用
さ
れていま
した
か
ら 、語
幹
二音
節以上
の語
の
場
合に
も原形

が
併
用
さ
れていた
わ
けで
すが
、語

幹
一音
節語
の
場
合には
その
傾向が

一
層
顕
著で
あったと
見ら
れま
す 。
そう
しているう
ちに 、原形
にいわ

ゆるハ
行
転呼現象が
生じコ白『
S
Ew-
-内包広
吉川の形が
生ま
れま
す 。
そし

て 、
この形
か
らウ音
便
形
コ白吋白己
FK印己広が
生ま
れた
こと
は
申すま
で

も
あ
りま
せ
ん 。
この
よう
に
して
生ま
れたウ
音
便
形
はタ・
ラ行動詞
と

の
衝突を
避ける
ことが
でき
る形
で
した
。
こう
して 、ハ行動詞
の音便

は古
い促音
使
か
ら
新しいウ音便
へと
交
替が
進んで
い
くこと
にな
りま

す 。
しか
し 、語
幹
二音
節
以
上の語
の
場
合に
は
タ・
ラ行
動
調
と
衝突し

ま
せ
んか
ら 、
交
替は
ゆっ
くりと
進んで
い
った
ものと
見ら
れま
す 。

その
よう
に
して 、室

町時
代末期
に
は 、
表3で
見た
よう
に 、西部方

言
で
はウ音
便
への
交
替が
完了してお
り 、東部方
言
で
は
交
替が
完了し
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時代を く だっ て東西の違いが生 じ た道筋を追う語幹 2 音節以上の語 語幹1音節の語
naraφite (習ひて) kaφite (買ひて)平

n
.��� � 安. katte kalJite 院

(促音便) (ノ、行転呼)政. (ハ行転呼) (タ ・ ラ行動詞

鎌
倉時

と衝突) kaute 
( ウ 音便)

naraute 代
( ウ 音便)

↓ 

室 (促音便 ・ ウ 音便併用)
ウ音便専用 促音便 ・ ウ音便併用

期町末 narコ:te naratte， narコ:te
kコ:te katte， kコ:te

現 促音便 ・ ウ音便分用 ウ音便専用 促音便専用
narati， naratte， naro:te naratte 代
ko:ti， ka:te ko:te katte 沖縄 ・山陰方言 西 部 方 言 東 部 方 言

(表4)

てお
ら
ず 、い
ま
だ促
音
便
・
ウ
音便
併
用
の時
代
に
あった
ものと
、

説
明

す
る
ことが
で
き
ま
す
。
このま
ま
何も起き
な
け
れば 、東
部方
言
で
も
遠

か
ら
ずウ
音
便
専
用
にな
っ
てい
た
ものと
見ら
れま
す
。

と
こ
ろが
、
こ
こ
に
オ段
長音
の開
合の混
同が
生
じま
す
。

表5に
例示

した
よう
に 、
オ段
長音
の開
合が
区
別さ
れてい
る
聞はウ
音
便
形
は一
応

語
幹
を
保持
してい
ま
したが
、開

合が
混

同
すると
、ウ

音便形
は語幹を
保持でき

な
い
具合の
悪い形とな
っ
て
しま
い
ま
し

た
。
そのた
め 、東部方
言
で
は 、
具合の

悪くな
ったウ
音便形を
捨てて 、併
用
し

ていた促
音便
形
の方
を
使う
よう
にな
っ

た
ものと
考え
ら
れま
す
。
その
よう
に
し

て 、
江
戸時
代を
経て 、現代まで
の
聞に

促
音便
専
用とな
った
ものと
考え
ら
れま

す
。西部方

言におい
て
もウ
音便形
は
具

合の
悪い
形
とな
った
わ
けですが
、
こ
ち

らの
場
合はウ
音便
形を専
用
していま
し

た
か
ら 、
こ
れを
捨てる
ことが
でき
ず 、

ウ
音
便
形
を
い
わ
ば
我慢して 、
今日まで

用い
続けてい
る
ものと
見ら
れます
。

な
お 、
表の
左はしに西部方
言
の外
に
位
置す
る
沖縄・
山陰
方
言
の
様

子を
示しておき
ま
した
。
こ
れらの方
言で
は東部方
言
と同
じよう
に
主

と
して促
音
便
を
用い
、

タ・
ラ行動詞
と
衝突する語
幹
一音
節語
の
場
合

注ー

だ
けウ
音便
を
用い
ています
。

オ段長音開合の混同に よ る ウ音便形の
語幹の動揺

開
ぷE当'Î

連用形+テ 語 幹

区
万リ

narコ:te nara 語幹保持
soro:te soro 

混 同 naro:te nara， naro 語幹動揺
soro:te soro 
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(表5)

二・
三

形
容
詞
連
用
形
の

音
便
と
断
定
の
助

動
詞
に
お
け
る
東
西
の

違
い

次に 、形
容
調
連用形
の音
便
と断定
の助動詞ジ
ャ・ダ
の東西
対立に

つい
て
簡単
に
触れておき
ます
。形

容調連
用形
の音便
にお
ける東西の

違い
は 、
ハ行
動調
の
場
合と
ほぽ同
じよう
に
説明でき
る
ものと
考え
ら

れま
す
。すな

わ
ち違いが
生
じた
直
接の原
因は
やは
りオ段
長音
の開
合



の
混
同
で
あった
と
見ら
れま
す
。

(表6)

ま
た
、断

定
の
助
動
詞ジ
ャ
・ダ
の
場
合は 、東
西
ど
ち
らに
も 、古
くダ

が
生
じ 、
遅
れてヂ
ャが
生
じた
ものと
見ら
れま
すが
、東

部方
言
で
はダ・

ヂ
ャを
併
用
し
てい
る
時
代
に 、
門出
に破
擦音
化が
生じた
た
め
に 、語
幹
を

母音優位・子音優位

形容詞連用 形 に お け る 東西の違い
時

イ叱
西 部 方 言 東 部 方 言

平安 ・院政 ・鎌倉時代 原形 ・ ウ音便併用 原形 ・ ウ音便併用
室町時 代 末 期 ウ音便専用 原形 ・ ウ音便併用

現 代 ウ音便専用 原形専用
(い
例
}
外
コサ ィ イ・ マス)

(表6)

断定の 助動詞 に お け る 東西の違い
時 代 西部方言 東部方言

破擦音化が起き る前 ダ ・ ヂャ併用 ダ ・ ヂャ併用
破擦音化が起き た時 ヂャ専用 ダ ・ ヂャ併用
現 代 ジャ専用 ダ専用

(表7)

d音
で
保持
で
き
るダ
の形
の方
を
選ん
だ
ものと
考え
ら
れま
す
。
こ
れに

対して 、西部方
一言で
はヂ
ャ専
用
の時
代
にな
っ
て
色
に破
擦音
化が
生
じ

た
た
め
にジ
ャ
を
用い
る
こと
にな
った
ものと
説明でき
ます
。

(表7)

ハ
行

動
詞
の

音
使 、
形
容
調
連
用
形
の

音
使 、
断
定
の
助

動
詞
に

お
け
る
東
西
の

違
い
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と

以
上
考
察してき
た
と
こ
ろか
ら 、
私は
次の四
つの
こと
を
確認したい

と
思い
ま
す
。ま

ず第
一
は 、東
西方
言
の
違い
は
ある特定
の原
因が
あっ

て
生じてい
る
と
いう
こと
で
す
。

例え
ば 、
ハ行動調
の音
便
の
場
合は 、

オ段
長音
の開
合の混
同が
原
因とな
っ
て 、二
つ
の方
言
は
違う
道を
歩ま

ざる
を
え
な
かった
と
いう
ことです
。

従っ
て 、第
二
に
確認した
い
こと
は 、東
西方
言
の
違い
に
基
層語
はか

かわ
っ
ていな
いと
いう
こと
で
す
。

母音
優位・
子音
優位の
違いが
原
因

で
あると
は
考え
ら
れな
い
と
いう
こと
で
す
。

第
三
に
確認した
い
こと
は 、東西方
言
の
違い
は比
較的新
しい時期
に

生
じた
もので
あると
いう
こと
で
す
。

ハ行動詞
と形容詞
連用形
の音
使

の
違い
は
江
戸時
代以
降に
生じた
もので
あり 、断
定
の助動調ジ
ャ・ダ

の
違い
は室

町時
代
に
生じた
ものと
推定
さ
れま
した
。

第
四
に
確
認した
い
こと
は 、古
い形を
選ん
だ方
言が
い
つの
日か新
し

い
形
を
選ん
だ方
言
の
後を
追っ
て新
しい形
に
変わる
ので
はな
いという

こと
で
す
。

二つの方
言
は
ある時
ある特定
の原
因に
よっ
て
違う
道を
歩

ま
ざる
を
え
な
かった
わ
けで
す
か
ら 、
後を
追っ
て
変化
する
こと
はな
い

わ
けで
す
。 四
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三 、
東
西
方
言
の
違
い
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
な
ぜ

生
じ
た
の
か
(
そ
の
2)

||ア
クセン
トの

違い
||

今確
認した
四
つ
の
こと
を
東
西ア
ク
セ
ン
ト
の
違い
の
問題に
そのまま

あて
は
め
てみた
らどの
よう
にな
る
かと
いう
こと
につい
て
考え
てみま

した
。三・一

金田一春彦博士説

東
西ア
ク
セ
ン
ト
の
違い
につい
て
も 、
基
層語
を
想定
した
り 、
母音
優

位・子音
優位の
違いが
原
因で
ある
と
した
りす
る
立
場が
あ
りま
すが
、

その方
向の
考察は
有効でな
い
と
考え
ま
す
。

私は 、
基
隠語を
想
定していな
い
こと
、東

西ア
クセ
ン
ト分
離の時期

を
比
較的新
しい
ものと
推定
し
てい
る
こと
か
ら 、
金田一
春
彦
博士の
説

が
最も
蓋
然
性の
高い
説で
ある
と
考え
ま
す
。

金田一
博士
は 、院
政時
代

の
京阪
式ア
ク
セ
ント
か
ら 、
労
力の
節
約のた
め
に 、ア
クセ
ン
ト
の山が

後ろへす
べっ
てい
っ
て 、東
京式ア
ク
セ
ントが
生ま
れた
と
さ
れま
すが
、

この
変化
の
経路につい
ての
説
明(ただし
語頭が一一向くなる変化について

の説明は
除く)
も
説
得力を
もつ
ものと
考え
ま
す
。

三
・

二

東
西
ア
ク
セ
ン
ト

聞
に
違
い
を
生
み
だ
し
た
特
定
の
原
因

た
だ 、
この
説は 、
京阪式ア
ク
セ
ン
ト
か
ら東
京式ア
ク
セ
ン
トが
どう

し
て
も分
離せ
ざる
を
え
な
かった
もので
ある
と
いう
考え方
は
し
てい
ま

注3せ
ん 。
私は 、
先に
確
認した
と
こ
ろ
か
ら 、ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合に
も 、東

西
聞の
違いが
生じ
ざる
を
え
な
くな
った特定
の原
因が
どこ
か
に
あった

の
で
はな
い
かと
考え
て
みた
い
と
思い
ま
す
。

ある方
言
と
ある方
言
と
の

聞に
違いが
ある
場
合 、
違いが
生じた
原
因が
必
ずな
くて
はな
らな
いと

2音節第二類動詞の音便とアクセント
2 音節第二類四段活用動調 第一類動詞

音便が定 O()� (例舎キテ，読ミテ， ) .O�(例咲キテ)着する前 nチテ
O()[> (助詞「テ」との) .0[> 

結合度が高い

0・[> -・[>
音便の定

0・[> (書 イ
テ

) .0[>(書イ テ) .0[> 着
OO� o.� 

西部方言 東部方言 西部方言 東部方言
特殊音節が単独 特殊音節が単独
でアク セ ン ト の でアク セ ン ト の
山を担う 山を担えない
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(表8)

いう
もので
は
ありま
せ
ん 。
しか
し 、特定
の原
因が
あったと
考え
ると
、

後で
述べま
すが
、

説明が
容
易にな
る
ことが
少
な
く
ありま
せ
ん 。

そこで
、

そう
いう
目で
見てみま
すと
、

私は 、
表8に
あげた二
音
節

第二
類動詞
連用形+
テ
のア
クセ
ントが
注
目さ
れる
ので
はな
い
かと
考

え
ま
す
。

南・
金
田一・
秋
永三
氏に
よると
、

二音
節第二
類動詞
連用形
+

テ
のア
クセ
ン
ト
は 、
はじめカ
キイテ
・
ヨ
ミイテ
・ウ
チィテと
低・
下



母音優位・子音優位

降
調・
高で
あった
と
見ら
れま
す
。

やが
て動
調と
助
詞
テと
の
結
合度が

高くな
る
と
、テが

低くつ
くよう
にな
り 、
低・
下
降
調・
低にな
ったと

見ら
れま
す
。
こ
こ
に音
便が
起き
る
と
、促

音便
は
下
降
調を
維持
する
こ

とが
で
き
ず 、
低・
高・
低の形
にな
った
ものと
見ら
れま
す
。
カ
イイテ
・

ヨン
ン
デ
は
下降
調を
維持
で
き
た
と
見ら
れま
すが
、
この
場
合も 、
包-­

Oコロな
どの
よう
な
連
続が
長
くは
維持
さ
れ
ず 、
低・
高・
低の形
にな
った

ものと
推定
さ
れま
す
。

そうな
ると
、原形

の方
も
下
降
調を
失っ
て 、
低­

高・
低の形
にな
っ
てい
った
の
で
はな
い
かと
推定
さ
れま
す
。

立国便
形
と
原
形
とが
併
用
さ
れている
聞は 、
カ
イテ
・
ヨン
デ・ウ
ツテ

な
どの
低・
高・
低のア
ク
セ
ン
ト
の形
は
維持
さ
れていた
と
考え
ら
れま

すが
、音

便
が
定
着
し 、音
便
形
だ
けが
行
わ
れる
よう
にな
る
と
、東

西方

言
間で
違いが
生じる
こと
とな
った
の
で
はな
い
かと
考え
ら
れま
す
。現

代
東
京
方
言
につ
い
て特
殊音
節が
単独
で
ア
ク
セ
ント
の
山を担
う
ことが

で
き
な
い
ことが
注目
さ
れていま
すが
、音

便が
定
着
した時
代
におい
て

も東
京
方
言
が
この
性
格を
もっ
ていた
と
しま
す
と
、

そして 、
私は 、東

京
方
言が
この
性
格を古
くか
ら
もっ
ていた
と
推定
す
る
者で
すが
、

そう

だと
す
れ
ば 、東
京方
言
で
は
カ
イテ
・
ヨン
デ・ウ
ツテな
どの
低・
高・

低の
ア
ク
セ
ン
ト
を
維持
す
る
ことが
で
き
な
くな
り 、
カ
イテ
・
ヨン
デ・

ウ
ツテ
な
どと
高・
低・
低の東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
変わ
ら
ざる
を
え
な
か

注4

った
こと
にな
りま
す
。

「方
言
文
法
全
園
地図2
』
に
よる
と
、

「
飽キル」と
いう
動調
は 、東
京

式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域に
おい
て 、音
便
を
起
こ
さ
ず 、上
一段
活
用
に活
用
を

転じ
てい
ま
すが
、
こ
れ
も同
じ
視
点か
ら
説
明で
き
る
ものと
考え
ら
れま

す
。以

上
を
ま
と
める
と
、

次の
よう
に言
え
る
ので
はな
い
かと
考え
ま
す
。

すな
わ
ち 、
労
力の節
約のた
め
にア
クセ
ント
の
山が
後ろへす
べると
い

う
変化
の動きが
あ
り 、
その
上に
今述べた
ことが
直
接の原
因とな
っ
て 、

東京
式
ア
クセ
ントが
生ま
れる
こと
にな
った
ので
はな
い
かと
いう
こと

で
す
。音便
は四段
活用動詞
のす
べ
ての語
に起き
ま
した
か
ら 、
こ
こ
に

起き
た
変化
の動き
は
相当大き
な
力とな
った
ものと
見ら
れま
す
。また
、

服部
四
郎
博士が
早く
指
摘さ
れた
よう
に 、連用形
にア
クセ
ント
の
型の

変化
を
生じると
、

そ
れは
他の活用形
に
も
及ん
だは
ずで
、連用形

+
テ

のア
ク
セ
ントが
カ
イテ
・
ヨン
デ・ウ
ツテな
どの
よう
に
変化すると
、

例え
ば 、
終止・連
体形
もカク
・
ヨ
ム・ウ
ツの形
に
変化
した
ものと
推

注5

定
さ
れま
す
。

三・
=一

音
便
の
定
着
と
い
う
特
定
の
原
因
を
認
め
る
こ
と
の
利
点

東
西ア
クセ
ント
の分
離が
特定
の原
因に
よっ
て
引き
起
こ
さ
れた
もの

で
あ
り 、
その原
因が
音
便
の定
着
で
あったと
考え
ると
、う

ま
く
説明で

き
る
よう
にな
る
ことが
い
くつ
か
あります
。ま

ず第
一
に 、京
阪式
アク

セ
ント
地域が
東京
式
ア
クセ
ント
に
変わ
っ
ていな
い
こと
の
説明が
容
易

にな
ると
思いま
す
。

第
二
に 、東
京式
ア
クセ
ントが
分
か
れた時期
に
必
然
性が
出て
くると

いう
こと
で
す
。

金田一
・
奥
村両博士に
よると
、東

西ア
クセ
ントが
分

離した時期
は 、
漢語
の定
着
か
ら外
来語
の定
着ま
で
の
間で
あると
推定

さ
れてお
り 、
その
推定
は
妥
当な
ものと
考え
ま
すが
、東西ア

クセ
ント

の分
離が
どう
し
てほ
かな
らぬ
この時期
に
生
じな
くて
はな
らな
かった

の
かと
考え
た時
、音便

の定
着
に
よっ
て東京
式
ア
クセ
ントが
分
離せ
ざ

る
をえな
かった
の
だと
考え
ると
、

よ
く理
解でき
ます
。

ま
た
、東

西ア
クセ
ント
の
違いが
非
常に
大き
な
激しい
もので
あると
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こ
ろ
か
ら 、
二つ
のア
ク
セ
ン
トが
分
か
れた時期が
近い
は
ずが
な
い
と
考

え
て 、
約二
O
O
O
年前
、

更に
は
もっ
と古
い時期
に分
か
れた
とす
る
説

が
出さ
れていま
す
。
しか
し 、音
便
の定
着
に
直
接の原
因が
あった
こ
と

が
認め
ら
れ
るな
らば 、
近い時
代の分
離が無
理な
く理
解で
き
るこ
と
と

な
りま
す
。

四 、
東
西
の

新
古
と
い
う
こ
と

表9
は 、ハ行
動
調
の音
使
、断

定
の助
動
調

ジ
ャ
・ダ
、ア

ク
セ
ン
ト
の
三つの言
語
事
象
の

分
布を
、古

い形
、新
しい形
という
視
点か
ら

整
理した
もの
で
す
。

今ま
で
は
主と
して東
西

の
違い
しか
問題に
しま
せ
んで
したが
、

表に

は西
部
方
言
の
外
に
位
置す
る方
言
(
今仮にそ

れを外西部方言と
呼んでおきます)
も
取り上

げていま
す
。
こ
れを
見ると 、ハ行
動
詞
の音

便
と断
定
の助
動
詞
の
場
合に
は外
に古
い形が

分
布していま
す
。
こ
れに
対して 、ア
ク
セ
ン

ト
の
場
合に
は外
に新
しい形が
分
布していま

す
。
こ
こ
か
ら 、外
に分
布す
る東
京
式
ア
ク
セ

ン
ト
の方が古
い
の
で
はな
い
か
と
考え
る
人が

いた
り 、
そこま
で
は
考え
な
いま
で
も 、
この

分
布に
認め
ら
れ
る
ずれを
整
合
性を
もっ
て無

理な
く
説
明す
る
必
要が
あ
ると言
わ
れた
りし

てき
ま
した
。
しか
し 、
今ま
で
考
察してき
た
こ
とが
認め
ら
れ
ると
しま

す
と 、東
西方
言
聞に 、
変化
の
遅
速な
どのた
め
に 、
置か
れてい
る言
語

東西の新古と い う こと
言語事象 外西部方言 西部方言 東部方言

①ハ行動詞音便
古(促音便) 新 ( ウ 音便) 古(促音便)⑨断定の助動詞 古(ダ) 新(ジャ) 古(ダ)

⑦ア ク セン ト 新(東京式) 古(京阪式) 新(東京式)

(表9)

状態に
違いが
あるとこ
ろ
に 、
何か
ある特定
の原
因が
働い
て 、
ある方

言
は古
い形
の方
を
選ば
ざるをえ
ず 、
他の方
言
は新
しい形
の方
を
選ば

ざるをえな
かった
もの
と
考え
ら
れま
した
。

その時
の
状態の
違い
と起

き
た原
因が
どの
ような
もので
あった
か
という
こ
とに
よっ
て 、時
に
は

古
い形
の方
を
選ば
ざるをえな
かった
り 、時
に
は新
しい形
の方
を
選ば

ざるをえな
かった
りす
るの
は
当然の
こ
とで
あると
考え
ら
れま
す
。外

が古
かった
り 、新
しかった
りす
るの
は
何の
不思議もな
い
こ
とと
考え

ら
れま
す
。
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五、お
わ

以上
、東

西方
言
の
違いが
いつ
どの
よう
に
してな
ぜ
生
じた
の
か
とい

う
こ
と
につい
て
私の
解
釈を
述べま
した
。

そ
れは同時
に
母音
優位・
子

音
優位の
違いが
原
因でな
い
こ
とについ
て
述べた
こ
とに
もな
ると
思い

注6
ま
す
。本日の

テ
ーマで
ある音
節
構
造の
変
遷の
問題に
は二
つの
点で
かかわ

りま
した
。

一つ
は 、特殊音
節が
生じ
る時
、西部方

言
に
母音
の
ものが

生じ 、東部方
言
に子音
の
ものが
生じ
るという
よう
に言
わ
れてき
ま
し

たが
、

その
ような
違い
はな
かった
という
点で
す
。

二つ
は 、特殊音
節

が
単独
で
ア
クセ
ン
ト
の
山を
担う
こ
とのでき
る方
言
、すな

わ
ちモ
lラ

方
言
と 、担
う
こ
とのでき
な
い方言
、すな

わ
ちシ
ラピ
lム方
言また
は

シ
ラビ
lム
性を
帯びた
モ
|ラ方
言
(東京
方言など)
との
違いが
、東

西

ア
クセ
ン
ト
の
違いを
生み
出す
直
接の原
因にな
った
ので
はな
い
か
とい

う
占…で
す
。

注

当
日
の
コ
ン
ヴ
ィ

ナ
l

の
一
人
添
田
建
治
郎
氏
は 、

ハ
行
動
詞
の
音
便
に
ウ



母音優位・子音優位

立
日
使
と
促
音
便
と
の
両
方
を
行
っ
て
い
る
方
言
に
オ
段
長
音
の
開
合
の
区
別
が

残
っ
て
い
る
例
と
し
て 、

新
潟
県
中
越・
南
越
と
そ
の
周
辺
ほ
か 、

佐
渡
地
方 、

愛
知
県
三
河
地
方
の
一

部 、

埼
玉
県
東
部
地
方
の
一

部
が
あ
る
こ
と
を
教
示
さ

れ
た 。

注
2

金
田
一

春
彦「
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト

の
違
い
が
で
き
る
ま
で
」
(
文
学

一

九

五
四
・

八)

ほ
か

。

注
3

金
田
一

博
士
は 、

音
韻
現
象
は
中
央
が
保
守
的
で 、

地
方
が
急
進
的
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る 。

注
4

東
京
方
言
は
シ
ラ
ビ
l

ム
性
を
帯
び
た
モ
l

ラ
方
言
で
あ
る 。
そ
の
た
め
に 、

特
殊
音
節
が
一

音
節
と
し
て
独
立
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も 、

他
の
音
節
に
比
べ

る
と
存
在
と
し
て
弱
く 、

単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト

の
山
を
担
う
こ
と
が
で
き
ず 、

ア
ク
セ
ン
ト

が
こ
の
よ
う
に
変
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る 。な

お 、

発
表
で
は 、

シ
ラ
ピ
l

ム
方
言
で
あ
る
二
型
ア
ク
セ
ン
ト

や
一

型
ア

ク
セ
ン
ト
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が 、

そ
れ
ら
の
方
言
で
は 、

特
殊

音
節
が
独
立
し
え
ず 、

前
の
音
節
と
一

体
と
な
っ
て
一

音
節
と
な
る
方
言
で
あ

る
た
め 、

二
音
節
第
二
類
動
詞
に
立
日
使
が
定
着
し
た
時 、

ア
ク
セ
ン
ト

の
高
低

も
前
の
音
節
と
一

体
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

注
5

東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト

の
違
い
が
問
題
に
さ
れ
る
時 、

三
音
節
以
下
の
単
位
が

問
題
に
さ
れ
て 、

四
音
節
以
上
の
単
位
に
つ
い
て
は
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た 。
四
音
節
名
詞
に
つ
い
て
東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト
を
比
較
し
て
み
る
と、

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト

で
高
く
は
じ
ま
る
語
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

で
低
く
は
じ

ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て 、

労
力
の
節
約
で
説
明
で
き
る
が 、

京
阪
式
ア
ク
セ

ン
ト

で
低
く
は
じ
ま
る
語
は
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト

で
も
そ
の
ま
ま
低
く
は
じ
ま

っ
て
い
て 、

高
く
は
じ
ま
る
よ
う
に
は
変
じ
て
い
な
い

。

こ
れ
は 、

東
西
両
ア

ク
セ
ン
ト

の
違
い
が
生
じ
た
直
接
の
原
因
が 、

二
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
十

テ
の
形 、

即
ち
三
立
日
節
単
位
に
あ
り 、

そ
れ
が
二
音
節
単
位
に
及
ん
で
い
っ
た

と
す
る
筆
者
の
解
釈
に
よ
っ
て
う
ま
く

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ

れ
る 。

ま
た 、

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
京
阪
ア
ク
セ
ン
ト

が
0
0
・
0
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
の
四
音
節
名
詞
が
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

で
0
・
0
0
に
な
っ
て
い
る
例

も 、

三
音
節
第
二
類
動
詞
連
用
形
+
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト

が
0
0
・
マ
(
動
イ
テ

な
ど)

か
ら
0
・
0
マ
に
転
じ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
ひ
か
れ
た
も

の
と
考
え
て
よ
く

理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

上
野
善
道
氏
は 、

講
演「
複

合
名
詞
か
ら
見
た
日
本
語
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト」

(
一

九
九
三・

二
一
-

一

七)

の
中
で 、

東
西
両
ア
ク
セ
ン
ト

の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
る
際 、

四
音
節
以
上
の

単
位
に
も
目
配
り
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た 。

な
お 、
「
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト」

「
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト」

と
い
う
術
語
が
定

義
さ
れ
な
い
ま
ま
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
が 、

筆
者
は 、

ニ
音
節
動
詞
(
第
二
類
及
び
第
一

類)

連
用
形
+
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
形
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
中
心
に
据
え
て
定
義
す
べ
き
も
の
と
考
え
る 。

注
6

筆
者
は 、

東
西
方
言
の
違
い
を
民
族
の
移
動
や
母
音
優
位
・

子
音
優
位
の
違

い
で
説
明
す
る
説
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
が 、

日
本
列
島
に
住
む
人
々
が
歴

史
を
通
じ
て
単
一

で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

は 、

勿
論 、

な
い

。

〔
付
記〕
本
文
は
記
憶
の
範
囲
で
当
日
の
発
表
の
ま
ま
と
し
た
が 、

標
題
に
副
題
を
つ

け 、

表
の
見
出
し
と
表
4
・

8
の
一

部
を
訂
正
し
た
ほ
か 、

新
た
に
注
を
加
え
た 。

ま
た 、

紙
幅
の
都
合
で 、

表
を
一

つ
省
略
し
(
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
本
文
も
一

部
改

め
た) 、

明
示
す
べ
き
先
学
の
論
文
を
注
に
加
え
得
な
か
っ
た 。

な
お 、

ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て
は
別
に
詳
し
く

論
じ
た
い

。

あ
た
た
か
い
御
指
導
を
下
さ
っ
た
コ
ン
ヴ
イ

ナ
l

は
じ
め
関
係
の
方
々 、

ま
た
発
表
会
場
で 、

あ
る
い
は
発
表
後
に
種
々
お
教
え

下
さ
っ
た
方
々
に 、

心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す 。

||愛媛大
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